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［成果情報名］イネウンカ類の捕食性天敵カタグロミドリカスミカメおよびムナグロキイ

ロカスミカメの幼虫の識別法
［要約］長距離飛来性イネウンカ類の卵捕食性カスミカメ類のカタグロミドリカスミカメ

とムナグロキイロカスミカメの幼虫は刺毛の長さで識別できる。
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［対象作目］水稲 ［専門項目］病害虫 ［成果分類］生理生態
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［背景・ねらい］

イネウンカ類の卵捕食者としてカタグロミドリカスミカメ（以後カタグロ）とムナグロ

キイロカスミカメ（以後ムナグロ）が知られており、成虫については 種の識別が肉眼で2
可能である。しかし、成虫密度は低いため、成虫による発生実態の把握は困難である。一

方、幼虫密度は高いが形態が記載されていないため、 種幼虫の識別ができず、圃場での2
発生実態は明らかでなかった。

そこで、幼虫の識別法を確立し、これらの天敵の保護、利活用の基礎資料とする。

［成果の内容・特徴］

１．カタグロの幼虫では頭部、胸部、翅包上などの体背面の刺毛が短く、刺毛が相互に接

触または交差することはほとんどない（図 。1）
２．ムナグロの幼虫では頭部、胸部、翅包上などの体背面の刺毛が長く、刺毛が相互に接

触または交差する程度の長さがある（図１ 。）

３．このような刺毛の特徴は若齢から老齢までの幼虫に共通して見られ、 種幼虫の識別2
が可能である。

［成果の活用面・留意点］

１．これまで不明であった捕食性カスミカメ類の圃場における生態解明が進み、イネウン

カ類の天敵保護、利活用が可能となる。

２． 種のカスミカメ類の識別はプレパラート標本を作製して行う。2
３．プレパラート標本の封入液としてガム・クロラール液（宮崎、 ）が適切である。1988
この封入液で作製した標本は 年後でも標本の状態がよく保たれる。1



［具体的データ］

カタグロミドリカスミカメ

ムナグロキイロカスミカメ

図１ イネウンカ類の捕食性カスミカメ２種の5齢幼虫前胸背面の刺毛（200倍）
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